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【討論】あさくら市議会だより平成29年2月15日号

賛否の分かれた議案（議案の件名については「審議結果」を参照ください。）
〔賛成（〇）、反対（×）　※浅尾静二議長は賛否同数のとき以外は表決に参加しません。〕

名
員
議

    ５ 

毛
鹿

也
哲

６ 

田
半

三
雄

７ 

尾
堀

浩
俊

８ 

福
今

義
勝

９ 

富
稲

實
一

10 

島
中

樹
秀

11 

子
み
き
庭
大

12 

田
冨

一
栄

13 

子
合
百
上
村

14 

原
梶

嗣
康

15 
嶋
手

治
栄

16 

藤
実

夫
輝

17 

山
柴

子
恭

18 

尾
浅

二
静

第92号議案 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第99号議案 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ×

第100号議案 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

議案番号

１

田
和

治
庄

２

島
小

人
清

３

子
明
木
々
佐

４

松
重

英
一

　

 

【
第
99
号
議
案
】

朝
倉
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関

す
る
条
例
及
び
朝
倉
市
特
別
職
の
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
市
民
の
目
線
で
考
え
る
べ
き
。
大
型
事
業

を
控
え
、
行
財
政
改
革
な
ど
の
財
政
健
全

化
に
向
け
た
具
体
的
な
政
策
が
見
え
て
こ

な
い
。

反　

対

◎
民
間
準
拠
に
基
づ
く
人
事
院
勧
告
に
よ
り
、

国
の
指
定
職
の
取
り
扱
い
に
準
じ
た
適
切

な
改
正
で
あ
る
。
ま
た
、
行
財
政
改
革
を

議
論
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
期
末
手
当
で
は

な
く
議
員
定
数
削
減
や
議
員
報
酬
の
削
減

で
行
う
べ
き
で
あ
る
。

※
…

人
事
院
が
国
家
公
務
員
の
給
与
水
準
を
民

間
企
業
従
業
員
の
給
与
水
準
と
均
衡
さ
せ
る

こ
と
（
民
間
準
拠
）
を
基
本
に
、
毎
年
所
要

の
勧
告
を
行
う
こ
と
。
社
会
一
般
の
情
勢
に

適
応
し
た
適
正
な
給
与
を
確
保
す
る
機
能
を

有
す
る
。

賛　

成

　
　 【

第
92
号
議
案
】

平
成
28
年
度
朝
倉
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３

号
）に
つ
い
て

◎
予
算
に
余
裕
が
生
じ
た
も
の
を
基
金
に
積
み
立
て
る
の
で

は
な
く
、
他
事
業
に
回
す
べ
き
で
あ
る
。
よ
り
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

反　

対

◎
予
算
の
処
置
、
基
金
へ
の
積
み
立
て
は
妥
当
で
あ
る
。
次

年
度
以
降
に
し
っ
か
り
と
計
画
し
、
遂
行
す
べ
き
で
あ
る
。

賛　

成

　
【
第
１
０
０
号
議
案
】

朝
倉
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

◎
行
政
は
市
民
目
線
が
第
一
で
あ
る
。
大
型
事
業
を
控
え
る

中
で
、
行
財
政
改
善
の
更
な
る
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
を

市
民
に
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。

反　

対

◎
職
員
の
定
数
管
理
が
し
っ
か
り
と
な
さ
れ
て
お
り
、
行
財

政
改
革
の
観
点
か
ら
も
問
題
な
い
。
人
事
院
勧
告
に
準
じ

て
改
正
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

賛　

成

討
　
論
（
議
案
等
の
審
議
で
行
わ
れ
た

　

討
論
の
概
要
で
す
）

インターネットで
議会が見られます!!

議場の会議の様子をインターネットでご覧いただけます。また、
会議録、市議会だより、本会議の録画映像も掲載しています。
朝倉市のホームページ（http://www.city.asakura.lg.jp/）
から「市議会」をクリックし、お進みください。（使用機器によっ
ては視聴できないことがあります。）

ここを
クリック

※
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平成29年2月15日号【議案等の審議結果】 あさくら市議会だより

12月定例会で審議した議案等の結果です ◎…全会一致
○…賛成多数
※…討論あり議案番号 議案の件名 議案の内容

総務文教常任委員会

第97号議案

朝倉市個人情報保護条例及び朝倉市行
政手続における特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用及び特定個人情報
の提供に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用
等に関する法律の一部が改正されることに伴い、規定の整
理を行うもの

◎可決

第98号議案
朝倉市職員の勤務時間、休暇等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

国家公務員の勤務時間、休暇等の改正方針に準じた職員の
介護に関する休暇等の改正及び児童福祉法の一部が改正さ
れることに伴う規定の整理を行うもの

◎可決

第99号議案

朝倉市議会議員の議員報酬等に関する
条例及び朝倉市特別職の職員の給与等
に関する条例の一部を改正する条例の
制定について

市議会議員及び市長等の期末手当の支給率を人事院勧告の
内容に準じて改定するもの ※○可決

第100号議案 朝倉市職員の給与に関する条例等の一
部を改正する条例の制定について

国家公務員の給与改定方針に準じて、職員の給与の改定を
行うもの ※○可決

第108号議案
第１次朝倉市総合計画基本構想及び第
１次朝倉市総合計画後期基本計画の変
更について

第１次朝倉市総合計画基本構想及び第１次朝倉市総合計画
後期基本計画の期間を１年間延期するもの ◎可決

第109号議案 財産の処分について 筑前あさくら農業協同組合に財産を処分するもの
三奈木2936番2ほか12筆　20,335.02㎡ ◎可決

第110号議案 財産の取得について 端末振る舞い検知システムを取得するもの
購入先　富士通株式会社九州支社 ◎可決

第112号議案 指定管理者の指定について（あまぎ水
の文化村）

朝倉市立あまぎ水の文化村の指定管理者を指定するもの
（公益財団法人あまぎ水の文化村） ◎可決

環境民生常任委員会

第93号議案 平成28年度朝倉市介護保険特別会計補正予算（第２号）について ◎可決

第101号議案 朝倉市税条例等の一部を改正する条例
の制定について

地方税法等の一部を改正する等の法律及び所得税法等の一
部を改正する法律が公布されたこと等に伴い、規定の整備
を行うもの

◎可決

第102号議案 朝倉市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例の制定について

所得税法等の一部を改正する法律が公布されたことに伴い、
規定の整備を行うもの ◎可決

第103号議案

朝倉市指定地域密着型サービスの事業
の人員、設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例の制
定について

指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関
する基準の一部が改正されたことに伴い、規定の整備を行
うもの

◎可決

第104号議案

朝倉市指定地域密着型介護予防サービ
スの事業の人員、設備及び運営並びに
指定地域密着型介護予防サービスに係
る介護予防のための効果的な支援の方
法に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例の制定について

指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び
運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予
防のための効果的な支援の方法に関する基準の一部が改正
されたことに伴い、規定の整備を行うもの

◎可決

第113号議案 指定管理者の指定について（福田学童
保育所）

福田学童保育所の指定管理者を指定するもの
（福田学童保育所保護者会） ◎可決

建設経済常任委員会

第94号議案 平成28年度朝倉市工業用水道事業会計補正予算（第１号）について ◎可決

第95号議案 平成28年度朝倉市水道事業会計補正予算（第１号）について ◎可決

第96号議案 朝倉市事務分掌条例等の一部を改正す
る等の条例の制定について

朝倉市下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用す
ることに伴い、規定の整備を行うもの ◎可決

第105号議案 朝倉市個別排水処理施設条例の一部を
改正する条例の制定について

自治公民館その他地域で共用する施設として市長が認める
ものの個別排水処理施設使用料の額を改定するもの ◎可決
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【審議結果・行政視察報告】あさくら市議会だより平成29年2月15日号

行 政 視 察 を報告します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

平
成
28
年
11
月
９
日
〜
11
日

【
北
海
道
千
歳
市
】

千
歳
市
防
災
学
習
交
流
施
設

「
そ
な
え
ー
る
」　

　

千
歳
市
は
、
国
の
高
額
補
助

制
度
「
ま
ち
づ
く
り
構
想
策
定

支
援
事
業
」
を
活
用
し
、
総
合

的
な
防
災
対
策
の
推
進
や
自
主

防
災
組
織
の
充
実
な
ど
の
観
点

か
ら
こ
の
施
設
を
整
備
さ
れ
ま

し
た
。
総
面
積
約
8.4
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
、
３
つ
の
ゾ
ー
ン
が
あ
り

ま
す
。
単
に
「
見
て
・
聞
く
」

だ
け
で
な
く
、
体
験
型
施
設
と

し
て
活
用
さ
れ
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

本
市
も
、
自
主
防
災
組
織
の

充
実
化
を
基
本
に
、
訓
練
の
み

で
な
く
、
学
び
、
体
験
す
る
施

設
も
検
討
す
べ
き
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

【
北
海
道
札
幌
市
】

資
生
館
小
学
校
「
札
幌
都
心
部

子
ど
も
関
連
複
合
施
設
」

　

札
幌
市
資
生
館
小
学
校
は
中

央
区
に
あ
る
公
立
小
学
校
で
、

建
物
は
地
上
５
階
、
地
下
１
階

の
複
合
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

校
舎
に
は
、
ミ
ニ
児
童
会
館
・

子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
・

保
育
園
が
併
設
さ
れ
て
い
て
、

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
子
ど
も
」で
す
。

就
学
前
か
ら
小
学
校
卒
業
ま
で
、

一
貫
し
た
体
制
の
中
で
、
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

複
合
施
設
の
４
つ
の
コ
ン
セ

プ
ト　

①「
相
互
交
流
」（
世
代

間
の
交
流
を
図
る
た
め
各
施
設

間
で
連
携
）　

②「
解
放
」（
解

放
を
考
慮
し
た
各
室
の
配
置
）

　

③「
環
境
」（
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク

方
式
↓
日
照
問
題
へ
の
配
慮
、

圧
迫
感
の
解
消
）　

④「
安
全
」

（
内
部
・
外
部
を
徹
底
的
に
可

視
化
し
、
管
理
防
災
室
と
警
備

員
の
常
駐
等
）
が
明
快
で
あ
り
、

徹
底
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
も
、
就
学
前
か
ら
の
一

貫
し
た
教
育
を
構
築
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
北
海
道
小
樽
市
】

小
樽
市
総
合
博
物
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
に
つ
い
て

　

小
樽
市
総
合
博
物
館
は
、
市

民
が
支
え
る
博
物
館
で
あ
り
、

市
民
の
生
涯
学
習
と
自
己
啓
発

を
最
大
の
目
的
と
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
形
式
で
平
成
27
年
度
は

74
名
が
登
録
、
８
分
野
に
お
い

て
博
物
館
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
報
酬
・
食
事
代
・
交
通

費
な
ど
は
支
給
さ
れ
て
お
ら
ず
、

保
険
料
も
自
己
負
担
と
の
こ
と

で
し
た
。「
自
分
で
し
た
い
こ
と

を
、し
た
い
と
き
に
」
を
基
本
に
、

参
加
し
た
い
分
野
に
気
軽
に
参

加
で
き
る
ア
メ
ー
バ
型
組
織
で

す
。

　

行
政
と
市
民
の
信
頼
の
重
要

性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
、
平
成

29
年
秋
に
オ
ー
プ
ン
予
定
の
秋

月
博
物
館
の
運
営
に
お
い
て
も
、

市
民
が
積
極
的
に
参
加
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
べ
き
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

北
海
道
千
歳
市

札
幌
市

小
樽
市

千
歳
市
の
「
そ
な
え
ー
る
」

朝倉市議会では、年に一度各常任委員会で
先進地の視察研修を行っています。研修の
内容を報告します。

12月定例会で審議した議案等の結果です ◎…全会一致
○…賛成多数
※…討論あり議案番号 議案の件名 議案の内容

建設経済常任委員会

第106号議案
朝倉市水道事業の設置等に関する条例
の一部を改正する条例の制定について

地方公営企業法第40条第2項の規定に基づき条例で定める
ものの額を改定するもの

◎可決

第107号議案
朝倉市下水道事業の設置等に関する条
例の制定について

朝倉市下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用す
ることに伴い、条例の制定を行うもの

◎可決

第111号議案 市道路線の認定について
来春中原2号線、3号線（立石）、一木・座主園1号線（三
奈木）

◎可決

第114号議案
指定管理者の指定について（三連水車
の里あさくら）

朝倉市三連水車の里あさくらの指定管理者を指定するもの
（株式会社三連水車の里あさくら）

◎可決

その他

報告第19号 専決処分の報告について（訴えの提起
について）

甘木鉄道甘木駅駐車場内に放置している自動車の撤去を求
める訴えを提起するもの 報告済

報告第20号 専決処分の報告について（訴えの提起
について）

甘木鉄道甘木駅駐車場内に放置している自動車の撤去を求
める訴えを提起するもの 報告済

第92号議案 平成28年度朝倉市一般会計補正予算（第３号）について ※○可決
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平成29年2月15日号【行政視察報告】 あさくら市議会だより

環
境
民
生
常
任
委
員
会

平
成
28
年
10
月
31
日
〜
11
月
２
日

【
秋
田
県
仙
北
市
】

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　

仙
北
市
は
子
育
て
支
援
策
と

し
て
、
子
ど
も
一
人
の
出
産
に

つ
き
３
万
円
を
支
給
す
る
誕
生

祝
支
給
事
業
、
家
庭
の
事
情
に

よ
り
保
育
所
な
ど
に
通
っ
て
い

な
い
子
ど
も
に
対
し
、
子
育
て

タ
ク
シ
ー
な
ど
に
利
用
で
き
る

サ
ポ
ー
ト
券
を
交
付
す
る
在
宅

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
第
二

子
以
降
の
保
育
料
を
全
額
助
成

と
す
る
す
こ
や
か
子
育
て
保
育

料
助
成
事
業
な
ど
に
取
り
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
県
下
ト
ッ
プ
の

高
齢
化
率
の
中
で
出
生
数
の
維

持
に
取
り
組
み
、
県
平
均
よ
り

も
高
い
出
生
率
に
つ
な
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

危
機
感
を
持
ち
取
り
組
む
姿

勢
は
本
市
に
お
い
て
も
重
要
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

【
秋
田
県
横
手
市
】

健
康
の
駅
よ
こ
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

　

健
康
の
駅
よ
こ
て
は
「
健
康

を
テ
ー
マ
に
し
た
交
流
拠
点
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
運
営
さ
れ
、

大
規
模
駅
３
箇
所
、
中
規
模
駅

23
箇
所
、
小
規
模
駅
66
箇
所
で

市
民
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

大
規
模
駅
に
は
保
健
師
や
健

康
運
動
指
導
士
等
が
常
駐
し
、

多
く
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

中
・
小
規
模
駅
は
公
民
館
等
へ

の
地
域
派
遣
型
で
あ
る
た
め
、

幅
広
い
年
齢
層
の
方
が
自
分
に

適
し
た
通
い
や
す
い
駅
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

本
市
に
お
い
て
も
、
各
年
齢

層
の
健
康
増
進
の
た
め
、
市
が

有
す
る
運
動
施
設
の
積
極
的
な

活
用
な
ど
更
な
る
検
討
の
余
地

が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

【
秋
田
県
湯
沢
市
】

子
育
て
支
援
課
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

　

湯
沢
市
は
「
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
を
「
ま
る
ご
と
！
」
祝

福
・
支
援
」
を
総
合
戦
略
の
一

つ
の
柱
に
し
て
い
ま
す
。

　

結
婚
支
援
で
は
、
企
業
と
連

携
し
ご
当
地
婚
姻
届
を
作
成
、

こ
の
婚
姻
届
を
湯
沢
市
に
提
出

さ
れ
た
方
な
ど
へ
特
産
品
な
ど

が
選
べ
る
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
の

贈
呈
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
と
し

て
、
地
域
を
あ
げ
て
結
婚
を
応

援
す
る
風
土
の
醸
成
を
目
的
に
、

市
役
所
ロ
ビ
ー
を
活
用
し
た
結

婚
式
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、
既
存
施
設
を
活

用
し
た
結
婚
意
識
の
喚
起
や
結

婚
を
応
援
す
る
風
土
の
醸
成
に

つ
な
げ
る
発
想
の
必
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。

秋
田
県
仙
北
市
に
て

秋
田
県
仙
北
市

横
手
市

湯
沢
市

建
設
経
済
常
任
委
員
会

平
成
28
年
11
月
７
日
〜
９
日　

【
山
形
県
山
形
市
】

創
業
支
援
に
つ
い
て

　

山
形
市
で
は
、「
産
業
の
振

興
に
よ
る
雇
用
の
創
出
」
の
一

環
と
し
て
創
業
支
援
に
力
を
入

れ
て
お
り
、
平
成
27
年
度
か
ら

創
業
ゼ
ミ
や
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
、
創
業
者
向
け
の
融
資

制
度
も
新
設
し
ま
し
た
。
今
後

も
創
業
の
気
運
を
高
め
、
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
も
地
域
に
潜
在
す
る
力

を
育
て
、
他
市
か
ら
も
新
し
い

力
を
呼
び
込
み
、
商
業
、
観
光

や
農
業
の
分
野
で
も
起
業
し
た

い
人
、
起
業
し
た
人
に
補
助
金

を
出
し
た
り
し
て
後
押
し
す
る

の
も
一
考
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

【
山
形
県
米
沢
市
】

観
光
行
政
に
つ
い
て

　

米
沢
市
が
抱
え
る
地
域
課
題

解
決
の
た
め
、
観
光
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
平
成
27
年
度
に

第
３
期
観
光
振
興
計
画
を
策
定
。

基
本
方
針
を
「
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
向
上
と
、
よ
り
選
ば
れ
る
観

光
地
・
米
沢
を
目
指
し
て
」
と
し
、

「
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
米

沢
の
魅
力
向
上
」「
異
業
種
連

携
に
よ
る
観
光
の
促
進
」「
広

域
連
携
観
光
地
づ
く
り
」「
戦

略
的
な
体
制
整
備
」
の
４
つ
を

目
標
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
も
福
岡
都
市
圏
を
訪
れ

る
外
国
人
観
光
客
に
来
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
市
内
の
観
光
資

源
を
見
直
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
視
野
に
入
れ
た
観
光
客
誘
致

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

【
山
形
県
南
陽
市
】

ブ
ラ
ン
ド
推
進
に
つ
い
て

　

南
陽
ブ
ラ
ン
ド
推
進
の
取
り

組
み
と
し
て
、①
Ｊ
Ｒ
赤
湯
駅

の
構
内
に
あ
る
販
売
所
「
駅
の

駅
な
ん
よ
う
」
で
農
産
物
や
地

元
特
産
品
な
ど
を
販
売　

②
南

陽
市
観
光
情
報
案
内
シ
ス
テ
ム

　

③
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
観

光
案
内
ア
プ
リ
「
な
ん
よ
う
街

歩
き
ナ
ビ
」　

④
南
陽
ブ
ラ
ン

ド
推
進
サ
イ
ト　

⑤
企
業
情
報

発
信
事
業　

⑥
各
種
物
産
市
へ

の
参
加
な
ど
を
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

本
市
も
古
の
歴
史
や
風
光
明

媚
な
観
光
地
が
多
く
あ
り
、
ま

た
、
農
産
物
も
豊
富
で
、
人
を

引
き
付
け
る
魅
力
は
あ
る
の
で
、

い
か
に
し
て
知
っ
て
も
ら
い
、
足

を
運
ん
で
も
ら
う
か
、
お
い
し

い
農
産
物
を
ど
の
よ
う
な
方
法

で
売
り
込
む
の
か
を
更
に
研
究

す
べ
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

山
形
県
山
形
市

米
沢
市

南
陽
市

米
沢
市
で
の
行
政
視
察


